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4
人･まち･自然　　　輝いて 

　活力ある地域づくりのために 
（みんなのまちづくり事業「内海町少年野球教室」） 

　3月5日、元プロ野球選手の鳥坂九十九さん（内海町出身）と島本講平さん
を招いて、みんなのまちづくり事業「内海町少年野球教室」が開催されました。 
　この事業は、活力ある地域づくりのため、地域の住民自ら考えて行う事業を
応援するものです。元プロ野球の選手から直接指導を受けるという貴重な経験
を通じて、今後のまちづくりを支える人材育成へとつなげてもらいたいもので
す。　　　　　　　　　　（平成17年度事業の募集については、10ページに掲載）
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は
じ
め
に

生
活
基
盤
な
ど
の
整
備
が
達

成
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、
き
め

細
か
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
る
た

め
に
は
、
行
政
部
門
の
主
要
な

役
割
は
、
国
か
ら
地
方
へ
と
移

行
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
分
権
型
時

代
の
地
方
自
治
体
に
と
っ

て
は
、
し
っ
か
り
と
し
た

財
政
基
盤
と
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
的
確
に
応
え
ら
れ
る

人
的
な
資
源
が
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
市
町
村
合
併
に
よ
り
、

新
し
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
が
可
能
な
地
方
自
治

体
を
作
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
現
時
点

で
の
最
良
の
策
と
し
て
、

池
田
町
と
の
合
併
を
選
択

し
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
小
豆
郡
３
町

が
合
併
す
る
こ
と
が
、
最
も
有

効
な
方
法
で
あ
る
こ
と
は
否
定

い
た
し
ま
せ
ん
し
、
今
後
に
お

い
て
も
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て

は
持
ち
続
け
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

こ
の
１
年
間
は
、
第
３
次
長

期
振
興
計
画
「
キ
ラ
リ
う
ち
の

み
21
」
の
最
終
年
度
と
な
り
、

新
た
な
町
の
基
礎
づ
く
り
の
た

め
に
、
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た

快
適
な
ま
ち
を
目
指
し
て

国
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

安
田
古
郷
地
区
か
ら
橘
地
区
ま

で
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
含
む
道

路
改
築
事
業
が
、鋭
意
進
め
ら
れ

て
お
り
、一
部
安
田
側
で
工
事
に

着
手
さ
れ
て
お
り
ま
す
。新
年
度

に
お
い
て
は
、用
地
買
収
、補
償

交
渉
が
継
続
実
施
さ
れ
る
と
と

も
に
、ト
ン
ネ
ル
部
の
詳
細
設
計

を
行
う
な
ど
、
事
業
の
進
捗
を

図
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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下
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
共
下
水
道
具
体
化
プ
ラ
ン
策

定
支
援
事
業
に
よ
り
、こ
れ
ま

で
の
検
討
資
料
を
基
に
総
合
的

な
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
企
業
が
取
り
組
ん
で

い
る
バ
イ
オ
技
術
の
導
入
に
つ

い
て
も
、
そ
の
支
援
策
等
を
、

関
係
各
課
が
連
携
を
と
り
な
が

ら
多
方
面
か
ら
の
検
討
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

安
全
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

は
、
別
当
川
水
系
の
防
災
対
策
を

主
目
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
内
海

ダ
ム
再
開
発
事
業
は
、
既
に
本
町

住
民
の
大
多
数
の
皆
さ
ま
に
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
、
大
規
模
自
然
災
害
が

各
地
で
多
発
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
今
後
事
業
が
遅
れ
る
こ
と

は
許
さ
れ
る
事
で
は
な
く
、
工
事

の
早
期
完
成
に
向
け
て
、
県
と
の

連
携
を
さ
ら
に
強
め
、
地
元
の
皆

様
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
鋭
意

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

高
潮
対
策
と
し
て
は
、
現
在
香

川
県
で
港
湾
、
海
岸
施
設
等
の
計

画
潮
位
等
の
基
本
的
な
考
え
方
な

ど
を
検
討
す
る
た
め
、
高
潮
対
策

検
討
協
議
会
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
。本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、こ
の

協
議
会
の
方
針
を
受
け
、で
き
る
限

り
の
高
潮
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

活
力
あ
る
産
業
の

ま
ち
を
目
指
し
て

食
品
産
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い

て
、「
環
境
対
応
」「
健
康
・
安

全
志
向
」
等
を
兼
ね
備
え
た
独

自
の
高
付
加
価
値
商
品
の
開
発

や
販
路
開
拓
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
を
支
援
す
る
な
ど
し

て
、
地
場
産
業
の
振
興
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
内
海
町
観
光
協
議
会
等
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
観
光
案
内

板
の
整
備
を
は
じ
め
、
各
種
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
マ
ス
コ

ミ
へ
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
、
さ
ら

に
は
、「
小
豆
島
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
」
の
支

援
等
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
オ
リ
ー
ブ
公
園
に
つ

き
ま
し
て
は
、
新
町
に
お
け
る

重
点
事
業
で
あ
る
「
オ
リ
ー
ブ

を
テ
ー
マ
に
し
た
文
化
・
観
光

ゾ
ー
ン
形
成
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
中
心
施
設
と
な
る
べ
く
、

管
理
・
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

オ
リ
ー
ブ
振
興
は
、
オ
リ
ー

ブ
栽
培
100
周
年
に
当
た
る
平
成

平
成
17
年
度
　
施
政
方
針 

  
新
た
な
ま
ち
の
基
礎
づ
く
り
の
た
め
に
… 

  
新
た
な
ま
ち
の
基
礎
づ
く
り
の
た
め
に
… 

　
平
成
17
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
決
め
る
３
月
定
例
議

会
が
、
新
年
度
予
算
の
審
議
を
中
心
と
し
て
、
３
月
３
日
か
ら

22
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
日
の
定
例
会
の
冒
頭
で
は
、

坂
下
町
長
が
新
年
度
に
対
す
る
基
本
姿
勢
と
な
る
平
成
17
年
度

の
施
政
に
関
す
る
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。 

　
今
月
号
で
は
、
そ
の
あ
ら
ま
し
と
新
年
度
予
算
の
主
な
内
容

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
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20
年
の
搾
油
工
場
の
円
滑
な
稼

動
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

一
方
、
か
が
わ
県
産
品
振
興

協
議
会
で
は
、輊
か
が
わ
ブ
ラ
ン

ド
軫
に
「
オ
リ
ー
ブ
」
を
選
定

し
、「
小
豆
島
産
オ
リ
ー
ブ
製

品
」
を
販
売
戦
略
の
一
つ
と
位

置
づ
け
、
検
討
作
業
を
進
め
て

お
り
、
こ
う
し
た
県
の
協
力
を

得
な
が
ら
オ
リ
ー
ブ
の
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

商
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
う

え
で
、
地
域
商
業
の
再
生
と
活

性
化
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

い
う
認
識
の
も
と
に
、
商
業
者

の
加
盟
団
体
で
あ
り
、
指
導
的

立
場
に
あ
り
ま
す
「
小
豆
島
う

ち
の
み
商
工
会
」
へ
の
支
援
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
と
思
い
や
り
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

高
齢
者
福
祉
対
策
と
し
て

は
、
内
海
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
と
連
携
し
な
が
ら
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
と
健
康
づ

く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

児
童
福
祉
、
少
子
化
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、「
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、

行
政
の
み
な
ら
ず
、
家
庭
、
地

域
、
学
校
、
事
業
所
を
は
じ
め
、

地
域
全
体
で
の
子
育
て
支
援
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

の
中
で
充
実
し
た
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
主

と
し
た
利
用
し
易
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携

に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
健
医
療

福
祉
管
理
者
を
中
心
に
、
地
域

に
お
け
る
保
健
・
医
療
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
総
合
的
、
効
果
的

に
提
供
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
内

海
病
院
は
地
域
包
括
ケ
ア
を
展

開
し
て
い
く
病
院
と
し
て
、
保

健
、
福
祉
、
介
護
と
一
体
と
な

っ
た
活
動
に
主
体
的
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
島
民
か
ら
「
選
ば

れ
る
病
院
」
で
あ
り
続
け
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

文
化
の
香
り
高
い

ま
ち
を
目
指
し
て

幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
平

成
16
年
度
に
保
護
者
及
び
地
域

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
、
坂
手
・
苗
羽
幼
稚
園
の

統
合
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
新
年
度
か
ら
は
幼
稚
園
教

育
の
充
実
を
さ
ら
に
深
め
る
た

め
、
幼
稚
園
教
育
要
領
に
基
づ

い
た
教
育
課
程
を
編
成
し
、
そ

の
実
践
に
努
め
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
人
輝
い
て
―
キ
ラ
リ

う
ち
の
み
生
涯
学
習
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
幅
広
い
範
囲
を
対

象
に
し
た
各
種
学
級
、
講
座
を

開
設
す
る
な
ど
、
学
習
の
場
や

機
会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
形
の
社
会
教

育
施
設
と
し
て
、
廃
園
と
な
る

旧
坂
手
幼
稚
園
を
坂
手
公
民
館

の
分
館
と
位
置
づ
け
、
子
育
て

支
援
や
情
報
交
換
の
場
、
ま
た

高
齢
者
の
活
動
拠
点
と
し
て
活

用
し
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て

活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
同
和
問
題
を

柱
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題

の
解
消
と
人
権
確
立
を
目
指

し
、
内
海
町
人
権
・
同
和
教
育

推
進
協
議
会
を
核
と
し
て
、
ね

ば
り
強
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に

向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
す
た
め
、
男
女
共
同

参
画
計
画
の
策
定
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

住
民
と
行
政
の
協
働
の

ま
ち
を
目
指
し
て

健
全
な
行
財
政
運
営
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
池
田
町
と
の
合

併
効
果
を
含
め
、
一
層
の
事
務

事
業
の
効
率
化
と
重
点
化
に
よ

る
経
費
の
削
減
に
努
め
る
と
と

も
に
、
費
用
対
効
果
に
十
分
配

慮
し
た
事
業
の
実
施
等
に
よ
る

財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

戸
籍
の
電
算
化
に
つ
い
て
は
、

和
紙
に
よ
り
取
り
扱
っ
て
い
る

戸
籍
を
磁
気
デ
ー
タ
化
し
、コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

管
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
移
行
作

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

池
田
町
と
の
合
併
に
つ
き
ま

し
て
は
、
来
年
３
月
21
日
の
合

併
に
向
け
ま
し
て
、
住
民
の
皆

様
の
ご
意
見
を
伺
う
べ
き
案
件

が
あ
り
ま
す
と
き
は
、
適
切
な

方
法
に
よ
り
意
見
聴
取
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
合
併
に
向
け

て
は
、
例
規
の
整
備
や
情
報
機

器
の
統
合
、
事
務
処
理
方
法
の

効
率
化
に
向
け
た
統
一
な
ど
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
通

常
業
務
を
行
い
な
が
ら
の
作
業

と
な
り
ま
す
が
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生涯学習の場として活用される 
旧坂手幼稚園 

生涯学習の場として活用される 
旧坂手幼稚園 

文化・観光ゾーン形成推進プロジェクトの 
中心施設をめざすオリーブ公園 

文化・観光ゾーン形成推進プロジェクトの 
中心施設をめざすオリーブ公園 
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平
成
17
年
度
　
当
初
予
算
決
定
 

県支出金 
272,591千円 

国庫支出金 
182,741千円 

使用料及び手数料 
152,003千円 

地方消費税交付金 
125,000千円 

議 会 費  

商 工 費  

労 働 費  

予 備 費  

84,966千円 

83,849千円 

29,418千円 

5,000千円 

諸 収 入  

地 方 譲 与 税  

分担金及び負担金 

地方特例交付金 

自動車取得税交付金 

繰 越 金  

115,039千円 

104,000千円 

60,627千円 

38,000千円 

34,000千円 

30,000千円 

寄 付 金  

利 子 割 交 付 金  

財 産 収 入  

ゴルフ場利用税交付金 

配 当 割 交 付 金  

交通安全対策特別交付金 

株式等譲渡所得割交付金 

13,509千円 

8,800千円 

8,654千円 

6,000千円 

2,000千円 

1,800千円 

500千円 

 

農林水産業費 
175,541千円 

消防費 
273,387千円 

地方交付税 
1,800,000千円 

町　税 
1,174,055千円 

町　債 
354,400千円 

繰入金 
549,281千円 

歳 入  
5,033,000 
千円 

歳 出  
5,033,000 
千円 

土木費 
391,596千円 

民生費 

1,076,062千円 

公債費 

704,904千円 

教育費 

667,734千円 

総務費 
636,284千円 衛生費　 

904,259千円 

平
成
17
年
度
　
当
初
予
算
決
定
 

平
成
17
年
度
当
初
予
算
が
、

３
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
町
の
財
政
状
況

歳
入
面
（
収
入
）
で
は
、
長

引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
町

税
収
入
は
依
然
減
少
傾
向
が
継

続
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
の
三
位
一
体
改
革

に
伴
い
、
地
方
交
付
税
と
一
体

を
な
す
臨
時
財
政
対
策
債
の
大

幅
な
減
額
に
加
え
、
国
庫
補
助

負
担
金
の
削
減
や
廃
止
等
に
よ

り
、
歳
入
面
は
い
っ
そ
う
厳
し

さ
を
増
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。一

方
、
歳
出
面
（
支
出
）
に

つ
い
て
は
、
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
、
老
人
医
療
費
が
年
々
増

加
す
る
な
ど
、
福
祉
対
策
に
か

か
る
町
負
担
額
は
今
後
も
増
加

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。



■■内内海海5

 
21,900 
37,000 
1,000 
30,900 
2,200 

100,300 
 
 
 
  

5,320 
71,904 
10,000 
23,775 
　5,832 
32,860 
5,250 

 

 　都市基盤整備のために 
　・ 
　・ 
　・ 
　・ 
　・ 
　・ 

　　　内
　道　　路 

　　　　　急傾斜地崩壊防止 
　　　訳

　港　　湾 

　住環境整備のために 
　・ 
　・ 
　・ 
　・ 
　・ 
　・ 
　・ 
　 

　 
 
 教育施設整備のために 
　・ 
　・ 
　・ 
　・ 
　・ 
　・ 
　・ 

　安全対策のために 
　・ 

　農林漁業振興のために 
　・ 
　・ 
　・ 
　・ 
　・ 
　 

 
道 路 管 理 事 業  
道 路 新 設 改 良 事 業  
河 川 管 理 事 業  
急 傾 斜 地 崩 壊 防 止 事 業  
坂 手 桟 橋 改 修 事 業  
県 営 事 業 負 担 金  
 
 
 
 

町 営 住 宅 管 理 事 業  
改 良 住 宅 管 理 事 業  
立 恵 地 区 集会所建築事業  
合併処理浄化槽設置整備事業 
大 手 城 処 分 地 整 備 事 業  
徳本地区埋立処分地整備事業 
し 尿 収 集 車 整 備 事 業  
 

 
38,048 
6,185 
8,060 
5,270 
6,944 
12,840 
7,649 

 

1,800 
 

2,200 
11,600 
3,326 
8,000 
7,500 

 

 
内海中学校改築事業（設計委託料） 
福田小学校プール改修事業 
安田小学校廊下等改修事業 
星城小学校エントランス等改修事業 
福 田 幼 稚 園 増 築 事 業  
苗 羽 幼 稚 園 改 修 事 業  
旧 坂 手 幼 稚 園 改 修 事 業  

交 通 安 全 施 設 整 備 事 業  
 

土 地 改 良 事 業  
築 い そ 設 置 事 業  
漁 港 管 理 事 業  
漁 港 整 備 事 業  
中 山 間 地 域総合整備事業  
 

40,000 
4,300 
56,000

平成16年度の主な事業

（単位：千円） 

 

1,263,066千円 

56,018千円 

2,138,358千円 

822,239千円 

18,841千円 

26,768千円 

26,500千円 

27,623千円 

国 民 健 康 保 険  

診 療 所  

老 人 保 健  

介 護 保 険  

訪問看護ステーション 

老人介護支援センター 

ホームヘルプステーション 

簡 易 水 道  

特 別 会 計 名  予 算 額  

490,823千円 

87,662千円 

2,962,703千円 

219,252千円 

313,358千円 

7,168千円 

水 道 事 業 会 計  
収 益 的 収 支  

水 道 事 業 会 計  
資 本 的 収 支  

病 院 事 業 会 計  
収 益 的 収 支  

病 院 事 業 会 計  
資 本 的 収 支  

介 護 老 人 保 健 施 設  
事業会計収益的収支 

介 護 老 人 保 健 施 設  
事業会計資本的収支 

企 業 会 計 名  収　　入 

393,614千円 

207,216千円 

3,153,097千円 

275,378千円 

318,726千円 

22,503千円 

支　　出 

企業会計予算額 

特別会計予算額 

新
年
度
予
算
の
編
成
方
針

こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
事
務
事
業
の
一
層

の
効
率
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
真
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
重
要
度
、
緊
急

度
、
効
果
な
ど
を
十
分
に
勘
案

し
た
う
え
で
、
積
極
的
な
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

予

算

総

額

こ
の
結
果
、
全
12
会
計
の
予

算
総
額
は
、
１
３
２
億
７
７
８

５
万
円
で
、
内
訳
は
一
般
会
計

が
50
億
３
３
０
０
万
円
、
特
別

会
計
43
億
７
９
４
１
万
円
、
水

道
・
病
院
・
介
護
老
人
保
健
施

設
の
３
企
業
会
計
が
、
38
億
６

５
４
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

16
年
度
と
比
較
し
て
一
般
会

計
で
１
億
６
６
０
０
万
円
、

３
・
２
％
の
減
、
12
会
計
全
体

で
は
、
１
億
２
９
６
０
万
円
、

１
・
０
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。



三
木
　
悠
児
（
星
城
小
５
年
）

＊
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

絵
画
の
部
門
「
香
川
県
知
事

賞
」

＊
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
「
香
川
県

知
事
賞
」

内
海
中
学
校
柔
道
部

＊
香
川
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
相
撲
競
技
「
団
体
１
位
」

＊
香
川
県
中
学
校
新
人
体
育
大

会
相
撲
競
技
「
団
体
１
位
」

＊
香
川
県
中
学
校
１
年
生
種
目

別
競
技
大
会
相
撲
競
技
「
団

体
１
位
」

内
海
中
学
校

＊
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
校
の

部
「
団
体
１
位
」

苗
羽
小
学
校
音
楽
部

＊
Ｍ
Ｂ
Ｓ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
徳
島
地
区
大
会
「
優
秀

賞
」

＊
Ｍ
Ｂ
Ｓ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
西
日
本
優
秀
校
発
表
会

「
最
優
秀
賞
」

リ
ア
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

＊
香
川
県
綱
引
選
手
権
大
会
兼

全
国
大
会
予
選
「
優
勝
」

＊
四
国
地
区
綱
引
選
手
権
大
会

「
優
勝
」

植
松
　
弘
樹
（
安
田
小
３
年
）

＊
壺
井
栄
賞
「
最
優
秀
賞
」

林
　
　
和
希
（
安
田
小
６
年
）

＊
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
香
川
県

知
事
賞
」

綾
田
美
貴
子
（
苗
羽
小
５
年
）

＊
国
土
と
交
通
に
関
す
る
図

画
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
国

土
交
通
事
務
次
官
賞
」

川
野
桂
太
郎
（
苗
羽
小
５
年
）

＊
香
川
県
小
学
生
選
抜
陸
上
競

技
大
会
　
１
０
０
ｍ
走
５
年

男
子
「
１
位
」

海
野
　
拓
也
（
内
海
中
１
年
）

＊
香
川
県
中
学
生
新
人
学
年
別

卓
球
大
会
１
年
男
子
シ
ン
グ

ル
ス
「
１
位
」

木
下
由
香
子
（
内
海
中
１
年
）

＊
二
十
四
の
瞳
・
岬
の
分
教
場

絵
画
展
「
金
賞
」

榎
本
　
勇
起
（
内
海
中
１
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
１
年
生
種
目

別
競
技
大
会
相
撲
競
技
個
人

「
１
位
」

＊
香
川
県
中
学
校
新
人
体
育
大

会
相
撲
競
技
個
人
「
１
位
」

児
玉
　
京
大
（
内
海
中
１
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
１
年
生
種
目

別
競
技
大
会
柔
道
競
技
男
子

個
人
73
kg
級
「
１
位
」

米
山
　
美
咲
（
内
海
中
１
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
１
年
生
種
目

別
競
技
大
会
柔
道
競
技
女
子

個
人
48
kg
級
「
１
位
」

大
橋
　
健
司
（
内
海
中
３
年
）

＊
青
少
年
読
書
感
想
文
香
川
県

コ
ン
ク
ー
ル
第
１
類
「
最
優

秀
賞
」

初
鹿
　
　
彩
（
内
海
中
３
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
柔
道
競
技
女
子
個
人
52
kg

級
「
１
位
」

江
岡
美
南
子
（
内
海
中
３
年
）

＊
香
川
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
学

校
声
楽
部
門
「
金
賞
」

＊
香
川
ジ
ュ
ニ
ア
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
中
学
校
声
楽
部
門
「
金

賞
」

＊
全
四
国
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
香

川
県
予
選
中
学
校
声
楽
部
門

「
入
選
第
１
位
」

個

人

表

彰

団

体

表

彰

受 賞 さ れ た 皆 さ ん 受 賞 さ れ た 皆 さ ん 

平成16年度　教育委員会表彰式 
　３月４日、内海町役場研修室において、平成16年度教育委員会表彰式が行われました。 
　これは、長年にわたり教育分野で貢献のあった方、この１年間に優秀な成績を上げた方
を顕彰するもので、今年度は４団体と26名の方に表彰状が贈られました。 

6■■ 訂訂正正
ととおお詫詫びび
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図図図図
書書書書
館館館館
だだだだ
よよよよ
りりりり

新
刊
紹
介

○
児
　
童
　
書

＊
子
ど
も
版
　
声
に
出
し
て
読

み
た
い
日
本
語

④
朝
焼
小
焼
だ
　
ゆ
あ
ー
ん

ゆ
よ
ー
ん

⑤
や
や
こ
し
や
寿
限
無
寿
限
無

⑥
春
は
あ
け
ぼ
の
祇
園
精
舎

の
鐘
の
声

＊
サ
ン
ジ
ュ
エ
と
魔
法
の
本

（
上
・
下
巻
）

＊
な
ん
者
・
に
ん
者
・
ぬ
ん
者

シ
リ
ー
ズ
（
15
冊
）

＊
怪
盗
シ
ョ
コ
ラ
シ
リ
ー
ズ

（
５
巻
）

＊
プ
カ
プ
カ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
島

シ
リ
ー
ズ
（
５
巻
）

＊
め
い
た
ん
て
い
　
ネ
ー
ト
シ

リ
ー
ズ
（
全
６
巻
）

＊
む
か
し
む
か
し
絵
本

（
全
30
巻
）

＊
落
語
絵
本
シ
リ
ー
ズ

ま
ん

じ
ゅ
う
こ
わ
い
・
た
の
き
ゅ

う

ほ
か
（
５
冊
）

＊
ハ
ウ
ル
の
動
く
城

他
119
冊

○
一
　
般
　
書

＊
20
世
紀
と
は
何
だ
っ
た
の
か
　

佐
伯
　
啓
思

＊
一
年
で
一
歳
若
返
る

ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
す
す
め

塩
谷
　
信
幸

＊
ス
ロ
ー
な
手
作
り
調
味
料

林

弘
子

＊
岸
辺
の
ふ
た
り

マ
イ
ケ
ル
・
デ
ュ
ド
ク
・
ド
ゥ
・

ヴ
ィ
ッ
ド

＊
明
る
い
ほ
う
へ
　
金
子
み

す
ヾ
童
謡
集

金
子
み
す
ヾ

＊
き
ら
き
ら
ひ
か
る江

國
　
香
織

＊
眉
山
　
　
　

さ
だ
ま
さ
し

＊
九
月
が
永
遠
に
続
け
ば

沼
田
ま
ほ
か
る

＊
白
蛇
教
異
端
審
問桐

野
　
夏
生

＊
田
辺
聖
子
全
集
（
第
９
巻
）

カ
モ
カ
・
シ
リ
ー
ズ

田
辺
　
聖
子

他
30
冊

☆
古
文
書
（
初
級
コ
ー
ス
）

４
月
９
日
貍
　
10
時
〜
12
時

☆
読
み
聞
か
せ
（
ひ
と
み
会
）

４
月
10
日
豸
　

10
時
30
分
〜
11
時

☆
古
文
書
を
読
む
会

４
月
12
日
貂
　
14
時
〜
16
時

☆
紙
芝
居
作
成

４
月
13
日
貉
・
20
日
貉

10
時
〜
12
時

☆
枕
草
子
を
読
む
会

４
月
16
日
貍
　
14
時
〜
16
時

行
事
予
定

山
本
　
芳
江
（
片
城
）

＊
老
人
会
の
振
興
に
尽
力
し
、

町
の
社
会
教
育
の
進
展
に
寄

与
し
た
。

山
闢

英
一
（
西
村
）

＊
文
化
財
の
保
護
活
動
に
尽
力

し
、
町
文
化
財
保
護
協
会
会

長
等
と
し
て
活
動
推
進
、
保

護
思
想
の
高
揚
に
寄
与
し
た
。

野
生
須
義
信
（
西
村
）

＊
演
劇
の
振
興
に
尽
力
し
、町

の
文
化
活
動
の
進
展
に
寄
与

し
た
。

吉
岡
　
敏
晴
（
神
懸
通
）

＊
書
道
の
振
興
に
尽
力
し
、
町
の

文
化
活
動
の
進
展
に
寄
与
し
た
。

石
井
　
正
治
（
安
田
）

＊
吟
詠
の
振
興
に
尽
力
し
、
町
の

文
化
活
動
の
進
展
に
寄
与
し
た
。

森
　
　
茂
男
（
苗
羽
）

＊
吟
詠
の
振
興
に
尽
力
し
、
町
の

文
化
活
動
の
進
展
に
寄
与
し
た
。

高
橋
　
　
令
（
安
田
）

＊
合
唱
活
動
の
振
興
に
寄
与

し
、
町
の
文
化
活
動
の
進
展

に
寄
与
し
た
。

城
上
　
達
弘
（
安
田
）

＊
少
年
剣
道
の
指
導
に
尽
力

し
、
町
の
社
会
体
育
の
振
興

に
寄
与
し
た
。

川
井
　
　
茂
（
神
懸
通
）

＊
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
指
導

に
尽
力
し
、
町
の
社
会
体
育

の
振
興
に
寄
与
し
た
。

竹
谷
　
歩
美
（
内
海
中
３
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
陸
上
競
技
記

録
会
女
子
共
通
砲
丸
投
１
位

＊
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競

技
香
川
大
会
女
子
共
通
砲
丸

投
「
１
位
」

吉
良
　
将
弘
（
内
海
中
３
年
）

＊
香
川
県
中
学
校
相
撲
選
手
権

大
会
「
１
位
」

杉
林
　
　
宏
（
草
壁
）

＊
公
民
館
活
動
の
振
興
に
尽
力

し
、
町
の
社
会
教
育
の
進
展

に
寄
与
し
た
。

濱
本
　
慶
子
（
安
田
）

＊
安
田
お
ど
り
の
保
存
、
伝
承

に
尽
力
し
、
町
の
文
化
活
動

の
進
展
に
寄
与
し
た
。

☆
読
書
会

４
月
17
日
豸
　
10
時
〜
12
時

４
月
23
日
か
ら
「
子
ど
も
読
書
」

が
始
ま
り
ま
す

４
月
23
日
貍

☆
お
は
な
し
会10

時
〜
10
時
30
分

☆
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と
手
あ
そ
び

10
時
〜
10
時
50
分

☆
子
ど
も
映
画
会

10
時
55
分
〜
12
時
10
分

４
月
28
日
貅

☆
お
は
な
し
会
・
手
遊
び
（
１
、

２
歳
幼
児
対
象
）

10
時
〜
10
時
30
分

☆
優
良
児
童
図
書
と
し
か
け
絵

本
展
（
約
100
冊
）

５
月
15
日
豸
ま
で

内
海
町
立
図
書
館

講
座
生
募
集

☆
古
文
書
入
門
　

毎
第
２
土
曜
日
10
時
〜
12
時

☆
古
文
書
を
読
む
会

毎
第
２
ま
た
は
第
３
火
曜
日
　

14
時
〜
16
時

☆
枕
草
子
を
読
む
会

毎
第
３
土
曜
日
14
時
〜
16
時

☆
読
書
の
会

毎
第
３
日
曜
日
14
時
〜
16
時

申
込
期
限
　
４
月
28
日
貅

問
い
合
わ
せ
先

図
書
館（
蕁
８
２
―
０
２
９
１
）
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有
酸
素
運
動
、ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
、

筋
力
づ
く
り
の
３
つ
の
運
動
を
組

み
合
わ
せ
た
体
操
と
そ
の
効
果

介
護
予
防
教
室
で
は
、
介
護

予
防
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、

準
備
体
操
と
し
て
全
身
の
ス
ト

レ
ッ
チ
ン
グ
を
１
、２
分
間
し

た
後
、そ
の
場
で
１
分
間
の
足

踏
み（
有
酸
素
運
動
）と
、ゴ
ム

バ
ン
ド
を
使
っ
て
腕
、腕
か
ら

背
中
、お
し
り
、お
し
り
か
ら
太

も
も
の
裏
側
を
鍛
え
る
筋
力
づ

く
り（
各
10
〜
15
回
）を
交
互
に

繰
り
返
し
、
最
後
に
、
整
理
運

　
今
月
号
か
ら
「
ハ
イ
！
こ
ち
ら
保
健
師
で
す
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、「
み
ん
な
い
き
い
き
健
康
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
様
々
な

情
報
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

　
先
月
号
に
引
き
続
き
、
介
護
老
人
保
健
施
設
う
ち
の
み
理
学
療

法
士
の
田
村
弘
明
さ
ん
に
介
護
予
防
教
室
に
つ
い
て
、
お
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。 

※
介
護
予
防
と
は
…
高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
を
で
き
る
限
り
防
ぐ
こ

と
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
そ
の
状
態
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と 

動
と
し
て
全
身
の
ス
ト
レ
ッ
チ

ン
グ
を
１
、
２
分
間
行
い
ま
し

た（
１
セ
ッ
ト：

約
10
〜
12
分
）。

最
初
は
、
１
セ
ッ
ト
か
ら
は
じ

め
、
慣
れ
て
く
る
に
し
た
が
い
、

２
セ
ッ
ト
、３
セ
ッ
ト
と
朝
、昼
、

夕
と
分
け
て
行
う
よ
う
指
導
し

ま
し
た
。

そ
の
際
、
始
め
る
前
に
簡
単

な
身
体
運
動
能
力
を
測
定
し
て

お
き
、
３
か
月
後
に
ど
れ
だ
け

改
善
し
て
い
る
か
を
再
度
測
定

し
ま
し
た
。
５
項
目
の
検
査
の

う
ち
、
２
つ
の
検
査
結
果
に
つ

い
て
紹
介
す
る
と
、
体
操
を
継

続
し
て
行
っ
た
４
名
の
方
の
結

果
は
、
表
１
の
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点

は
、
87
歳
の
方
で
も
継
続
し
て

運
動
す
れ
ば
、
筋
力
や
動
作
が

改
善
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う
言

葉
に
代
え
て
「
継
続
は
健
康
な

り
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
結
果
が
示
す
よ
う
に
、

運
動
を
始
め
る
の
に
年
齢
は
関

係
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に

あ
っ
た
運
動
が
あ
る
の
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、少
し
ず
つ
運

動
を
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

サ
ク
セ
ス
エ
イ
ジ
ン
グ
を
目
指
し
て

最
近
、
サ
ク
セ
ス
エ
イ
ジ
ン

グ
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。こ
れ
は
、「
生
き
生
き
と

し
た
活
力
あ
る
生
活
を
送
り
な

が
ら
長
生
き
を
す
る
」（
サ
ク
セ

ス
＝
成
功
、エ
イ
ジ
ン
グ
＝
加

齢
）と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
サ
ク
セ
ス
エ
イ
ジ

ン
グ
実
現
の
た
め
に
、
積
極
的

に
外
出
し
、
運
動
を
始
め
ま
し

ょ
う
。

介
護
予
防
講
座 

表1

Aさん 
（78歳） 

Bさん 
（75歳） 

Cさん 
（77歳） 

Dさん 
（87歳） 

握力（裴） 

最初 3か月後 最初 3か月後 

椅子からの立ち 
上がり（回数） 

右 
左 
右 
左 
右 
左 
右 
左 

21 
21 
14 
16 
25 
25 
16 
18

22 
23 
17 
21 
24 
23 
17 
18

8 

5 

7 

4

11 

5 

9 

6

母と子のすくすくルーム（対象者：平成17年2月生まれ） 
４月20日貉  

 
～ 13：4513：30 介護老人保健施設うちのみ 

9・10か月児健診（対象者：平成16年6月・7月生まれ） 
４月27日貉  

 
～ 14：0013：30 介護老人保健施設うちのみ 

3・4か月児健診（対象者：平成16年12月・17年1月生まれ） 
４月27日貉  

 
～ 14：3014：00 介護老人保健施設うちのみ 

献　血 

４月８日貊 

J A香川県草壁支店  
宝 食 品 譁  

内 海 郵 便 局  

百十四銀行内海支店 

～ 10：4510：00

～ 13：0011：30
～ 15：1014：30

～ 16：3015：50

ポリオ生ワクチン投与（対象者：生後3か月～90か月未満で2回受けた方は除く） 
４月７日貅・14日貅  介護老人保健施設うちのみ 

 
～ 15：4515：00

体脂肪測定･健康づくり体操（ほくほく体操）教室 
４月８日貊・22日貊  介護老人保健施設うちのみ 

 
～ 11：309：00

～ 15：0010：00  

内海町いこいの場（対象者：町内在住の精神障害者で参加可能な方） 

内　　　容 軽スポーツ、簡単な料理実習ほか 

持　参　物 参加費200円、米１合、室内用シューズ 
 

４月19日貂 内 海 町 福 祉 会 館  

日　　時：４月26日貂15：00～16：30 
場　　所：介護老人保健施設うちのみ 
募集人員：20名（先着順） 
内　　容：中高年齢者の運動方法、身体運 
　　　　　動能力計測 
申込締切：４月20日貉 
申 込 先：介護老人保健施設うちのみ 

（蕁82－7031） 

～介護を必要としない人生を過ごすための～　

身体運動能力測定 身体運動能力測定 

ゴムバンドを使った 
筋力づくり 

ゴムバンドを使った 
筋力づくり 
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　住民福祉課国保係では、温泉入浴・運動・リラッ
クスという３つの要素を総合的に組み合わせた健康
づくりを目指そうと、今年度も引き続き「温浴健康
教室」を下記の日程により開催します。ぜひ、皆さ
んご参加ください。 

時　間：13時30分～ 
場　所：サン・オリーブ 
※送迎については、電話でお申し込みください。 
※５月12日以降の日程は未定（毎週木曜の予定）ですが、
決まり次第お知らせします。 

※どの日でもサン・オリーブにお越しいただければ参
加できます。 

問い合わせ先：住民福祉課国保係（蕁82－7006） 

４月14日貅 

４月21日貅 

４月28日貅 

５月12日貅 

 

月  日  送 迎 地 区  

福田・吉田・当浜・岩谷・橘 

西村・草壁・安田 

苗羽・坂手・古江・堀越・田浦 

福田・吉田・当浜・岩谷・橘 

 

新
し
い
保
険
証
を

受
け
取
り
ま
し
た
か
？

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
使

用
す
る
新
し
い
保
険
証
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
受
け
取

っ
た
ら
記
載
内
容
に
誤
り
が
な

い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
有
効
期
限
が
切
れ
て

使
え
な
く
な
っ
た
保
険
証
は
、

役
場
ま
た
は
各
地
区
公
民
館
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
や
脱
退
、
ま
た
は
家
族

に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
14

日
以
内
に
国
保
係
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
被
保
険
者
に
異
動

が
あ
っ
た
と
き
、
自
分
で
勝
手

に
書
き
直
す
と
そ
の
保
険
証
は

無
効
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

国
保
係
で
訂
正
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

老
人
保
健
と前

期
高
齢
者

３
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切

れ
て
新
た
に
交
付
さ
れ
た
の

は
、
国
保
の
保
険
証
（
白
色
用

紙
に
緑
色
文
字
）
だ
け
で
す
。

保
加
入
な
ど
）
に
は
国
保
資
格

も
同
時
に
失
い
ま
す
。
新
た
に

受
け
取
っ
た
保
険
証
の
被
保
険

者
の
欄
に
、
資
格
を
失
っ
て
い

る
方
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
資
格
喪
失
の
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

国
保
税
は

必
ず
納
め
ま
し
ょ
う

国
保
税
は
被
保
険
者
に
な
っ

た
時
か
ら
納
め
ま
す
。
被
保
険

者
に
な
っ
た
時
と
は
、
役
場
で

被
保
険
者
の
届
け
出
を
し
た
時

で
は
な
く
、
他
市
区
町
村
か
ら

転
入
し
た
日
、
あ
る
い
は
職
場

の
健
康
保
険
を
や
め
た
日
の
翌

日
な
ど
、
加
入
の
資
格
が
発
生

し
た
時
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ

る
と
、
被
保
険
者
に
な
っ
た
時

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
保
税
は
、
国
保
制
度
を
維

持
す
る
基
礎
で
あ
り
、
加
入
者

の
皆
さ
ん
が
国
保
税
を
納
め
て

い
た
だ
か
な
い
と
国
保
制
度
は

破
た
ん
し
ま
す
。
納
期
限
ま
で

に
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先 
住民福祉課 

（蕁82―7006） 

国
保
税
を
滞
納
す
る
と
…

保
険
証
の
更
新
時
に
国
保
税

が
滞
納
と
な
っ
て
い
る
方
に

は
、
短
期
被
保
険
者
証
（
有
効

期
限
６
か
月
）
を
発
行
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
平
成
16
年
度
分
の
国

保
税
の
納
期
限
か
ら
１
年
が
過

ぎ
て
も
未
納
の
場
合
や
、
特
別

の
理
由
も
な
く
納
税
相
談
に
も

応
じ
な
い
場
合
に
は
、
短
期
被

保
険
者
証
を
返
還
し
て
も
ら

い
、
代
わ
り
に
被
保
険
者
資
格

証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。
病
院

で
受
診
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ

を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
医
療
費
は
い
っ
た
ん
全
額

負
担
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
国
保
税
に
関
す
る
こ

と
は
税
務
課
（
蕁
８
２
―
７
０

０
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

70
歳
以
上
の
方
が
使
用
し
て
い

る
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

（
青
色
用
紙
に
黒
色
文
字
）
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
（
白
色
用
紙
に
水
色
文
字
）

に
つ
い
て
は
、
返
却
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
そ
の
ま
ま

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

学
資
格
の
取
得
と
喪
失

修
学
の
た
め
住
民
票
を
他
市

区
町
村
に
移
し
、親
元
を
離
れ

て
生
活
し
て
い
る
方
に
は

学

（
学
生
用
）の
保
険
証
を
交
付
し

ま
す
。交
付
手
続
き
は
毎
年
度

必
要
で
す
の
で
、新
た
に
交
付
し

た
保
険
証
と
平
成
17
年
度
在
学

証
明
書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え

国
保
係
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
学

の
要
件
を
満
た
さ

な
く
な
っ
た
場
合
（
卒
業
・
社
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前
町
長
の
川
西
壽
一
氏
（
81

歳
）
が
、
３
月
10
日
、
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
54
年
４
月
、
香

川
県
小
豆
事
務
所
長
と
し
て
在

職
中
、
推
さ
れ
て
助
役
に
就
任
、

昭
和
56
年
５
月
に
町
長
に
初
当

選
以
来
、
４
期
16
年
の
長
き
に

わ
た
っ
て
町
政
を
担
わ
れ
、
地

方
自
治
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま

し
た
。

水
資
源
開
発
で
は
、
度
重
な

る
渇
水
に
見
舞
わ
れ
た
小
豆
島

の
水
資
源
確
保
を
目
指
し
、
平

成
９
年
３
月
に
待
望
の
吉
田
ダ

ム
を
竣
工
に
導
き
、
そ
の
後
も

内
海
ダ
ム
再
開
発
事
業
実
現
の

早
期
完
成
に
向
け
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
産
業
・
観
光
の
振
興

で
は
、
オ
リ
ー
ブ
ワ
ー
ル
ド
構

想
を
掲
げ
、
オ
リ
ー
ブ
公
園
の

建
設
整
備
を
は
じ
め
、
二
十
四

の
瞳
映
画
村
な
ど
の
観
光
施
設

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
観
光
客
誘

致
に
も
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
保
健
・
医
療
･
福

祉
の
一
元
化
を
目
指
し
、
新
内

海
病
院
、
介
護
老
人
保
健
施
設

な
ど
を
整
備
し
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

町
長
退
職
後
は
、
絵
手
紙
の

普
及
に
努
め
、
小
豆
島
絵
手
紙

友
の
会
会
長
、
日
本
絵
手
紙
協

会
評
議
員
を
努
め
ら
れ
、
各
地

で
開
催
さ
れ
る
文
化
教
室
な
ど

で
指
導
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ご
生
前
の
業
績
を
称
え
、
お

人
柄
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。

　この制度は、住民自らが考え、行動していくまちづ
くりのための事業に対して補助金を交付し、その活動
を支援するものです。 
対象者 
自治会など町内で活動するまちづくり団体やグループ
（過去にこの補助金を受け、３年を経過しない団体は
除く） 
対象となる事業 
町の自然や産業、歴史、文化等の地域の資源を生かし
た活動や町外団体等との交流やイベントなど活動 
※ただし、いずれも地域住民が参加するもので、新し
くはじめる活動、または現在行っている活動をさら
に発展させる場合に限る。 
補助期間および補助金額 
補助期間は単年度とし、10万円を限度に補助対象経費
の全額を補助 
応募方法 
申請用紙に必要事項を記載し、総務企画課に提出 
交付決定 
申請書の内容を審査し、適当な事業を予算の範囲内で
交付 
問い合わせ先　総務企画課（蕁82－7002） 

地
域
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
小
豆
さ
ん
ぽ
り
す
」発
足 

材料（４人分） 
わけぎ…240裼／チーズ…60裼／白みそ…大さじ３杯半 
砂糖…大さじ２杯／酢…大さじ２杯半／練り辛子…小さじ１杯 

作り方 
漓わけぎは洗って５袍の長さに切る。滷厚手の鍋に入れて炒
り煮をする。澆しんなりしたらざるにとり、冷めたら軽くし
ぼる。潺チーズは拍子切りにする。潸白みそ、砂糖、練り辛
子をよく混ぜ合わせ、酢を少しずつ加える。澁わけぎとチー
ズを潸の辛子酢みそで和え小鉢に盛る。できあがり！ 

今月のポイント：チーズが不足しがちなカルシウムを補給
してくれます。わけぎの代わりに、ねぎを使ってもOK！
あさりや油揚げを加えると、よりおいしいですよ。 

栄養価（１人分） 
エネルギー　118 kcal 
たんぱく質　 5.9裼 
カルシウム　172褂 
脂　　　肪　 4.4裼 
塩　　　分　 1.5裼 

今月のテーマ　～カルシウムたっぷりの料理～ 
内海町食生活改善推進協議会 

「温泉定期券」を発行します 
　現在、吉田オートキャンプ場の温泉利用料金は、「大人･
1人･300円（回数券11枚綴り3,000円）」となっています。
このたび、頻繁に利用していただいている方々から、
サン・オリーブで発行している「定期券」を吉田温泉に
も導入してほしいとの声があり、4月1日から定期券を
発行することになりました。皆さん、ぜひご利用くだ
さい。 
＜定期券の種類および金額＞ 
①１人　１年　50,000円　②１人　半年　27,000円 
※サン・オリーブ温泉でも新たに「半年定期券（27,000
円）」を発行します。なお、「1年定期券」は従来どおり
50,000円で発行しています。 
ラドン温泉は体にいい！ 
　ラドンとは無色、無臭の気体であり、井戸水や湖水
など自然界にも微量に存在しています。また、イオン
化作用（電離作用）が強く、水に溶ける安定した気体で、
呼吸とともに血液にも吸収されることから、早くから
医療用としての活用が注目されています。ラドン温泉
に入浴すると、ラドン独特のイオン化作用により、神
経痛・リウマチ・高血圧・動脈硬化などに効果がある
といわれています。特に、吉田温泉のラドン含有量は、
療養泉規格の3倍あり、利用者の方々から大変ご好評を
得ています。 
◆ラドン含有量（※療養泉規格8.25マッヘ以上） 
吉田オートキャンプ場温泉…26.4マッヘ 
サン・オリーブ温泉…9.5マッヘ 
 

平木士良さん（福田・71歳） 
　オープンした平成11年4月からほ
ぼ毎日、夫婦ともに利用させてもらっ
ています。きっかけは、「近い、安い、
泉質がいい」というものでした。通
い始めてから、足腰の痛みがとれたり、
保温力があるため夜もぐっすり眠れ
ます。これからも健康維持のため、
そして近所の人たちとの憩いの場と
して、利用していきたいと思います。

吉田温泉を利用されている方に 
「いいところ」をお聞きしました。
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国
民
年
金
な
ど
の
年
金
制
度

の
改
正
が
順
次
実
施
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
17

年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
主
な

変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

年
金
保
険
料
の
引
き
上
げ

平
成
17
年
４
月
〜
18
年
３
月

ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
３
５
８
０
円
と
な
り
、

平
成
17
年
度
〜
29
年
度
ま
で
毎

年
280
円
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の

口
座
振
替
割
引
制
度
の
拡
充

月
々
の
口
座
振
替
を
早
割
制

度
（
当
月
保
険
料
の
当
月
末
引

落
と
し
）
に
す
る
と
、
通
常
の

口
座
振
替
（
当
月
保
険
料
の
翌

月
末
引
落
と
し
）
に
比
べ
40
円

割
引
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
口

座
振
替
に
さ
れ
て
い
る
方
で
早

割
制
度
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
改
め
て
申
し
込
み
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
１
年
分
前

納
す
る
場
合
、
現
金
払
い
で
は

２
８
９
０
円
の
割
引
、
口
座
振

替
で
は
３
４
２
０
円
の
割
引
と

な
り
ま
す
（
６
か
月
前
納
も
口

座
振
替
が
有
利
）。

若
年
者
納
付
者
猶
予
制
度

20
歳
代
の
方
で
、
親
な
ど
所

得
が
一
定
額
以
上
の
世
帯
主
と

同
居
し
て
い
る
場
合
に
は
、
保

険
料
免
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
本
人
（
配
偶
者

を
含
む
）
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
月
々

の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。
こ
の
制
度
の
承
認
を
受
け

て
い
る
期
間
は
、
滞
納
の
扱
い

と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
万
一

重
い
障
害
に
な
っ
た
り
、
死
亡

し
た
と
き
に
は
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

特
別
障
害
給
付
金
制
度

国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程

に
お
い
て
生
じ
た
特
別
な
事
情

に
よ
り
、
障
害
年
金
等
を
受
給

し
て
い
な
い
障
害
者
に
対
し
て

給
付
金
の
支
給
を
行
う
制
度
で

す
。対

象
者
は
、
平
成
３
年
３
月

以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入
対

象
で
あ
っ
た
学
生
、
も
し
く
は

昭
和
61
年
３
月
以
前
の
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
厚

生
年
金
保
険
等
に
加
入
し
て
い

た
方
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
、
任

意
加
入
期
間
中
に
生
じ
た
傷
病

が
、
現
在
障
害
基
礎
年
金
の
１
、

２
級
相
当
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
方
で
す
。

請
求
書
の
受
付
は
、
４
月
１

日
か
ら
住
民
福
祉
課
で
開
始
し

て
い
ま
す
。
給
付
金
の
支
給
は

請
求
書
を
受
付
し
た
月
の
翌
月

か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
請
求

さ
れ
る
方
は
、
４
月
中
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
障
害
認
定
事
務
は
過

去
の
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
な
ど
、
時
間
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者
の

特
例
届
け
出

第
３
号
被
保
険
者(

厚
生
年

金
等
に
加
入
す
る
方
の
被
扶
養

配
偶
者)

の
届
け
出
が
遅
れ
た

場
合
、
２
年
を
超
え
る
期
間
は

保
険
料
未
納
期
間
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
特
例
の
届
け
出
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
２
年
以
上
前
の
期
間
も
算

入
さ
れ
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

高
松
東
社
会
保
険
事
務
所

（
蕁
０
８
７
―
８
６
１
―
３
９
７
２
）

住
民
福
祉
課
年
金
保
険
係

（
蕁
８
２
―
７
０
０
６
）

 

　発達支援・相談センター「すくすく教室」
では、４月から次のとおり「学童あずかりサー
ビス」を始めました。 
対　　象　小豆島在住で発達に遅れのあるま

たは発達･成長に不安のある小学生 
期　　間　毎週火･水･木･金（祝日除く）　 
　　　　　13：00～18：00 
　　　　　※夏休み期間中は別途相談 
定　　員　１日５人 
費　　用　支援費制度による一部自己負担（役

場発行の受給者証が必要） 
送　　迎　スタッフによる学校までの迎え（要

相談） 
利用方法　すくすく教室と契約後、利用希望

日をお申し込みください。（利用
希望日の前月第３土曜日までに申
し込み、第４木曜日までに回答） 

問い合わせ先　社会福祉法人ひまわり福祉会 
（蕁62－4636） 

13：00　通所 
14：00　活動プログラム（体を使った遊びなど） 
15：00　おやつ 
15：30　設定プログラム（宿題など） 
16：30　遊びを通しての集団適応訓練 
17：00　帰りの会 
17：30　お迎え 
18：00　終了 

発達支援・相談センター 
「すくすく教室」からのお知らせ  

が始まります 
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由
で
子
犬
を
捨
て
て
い
る
こ
と

で
す
。
子
犬
を
自
分
で
育
て
る

こ
と
の
で
き
な
い
方
は
、
費
用

は
か
か
り
ま
す
が
、
不
妊
や
去

勢
の
手
術
を
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
子
犬
が
育
て
ら
れ
な

い
場
合
は
、
必
ず
環
境
衛
生
課

（
蕁
８
２
―
７
０
０
８
）
に
引

取
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
野
犬
が
増
え
る
も
う

一
つ
の
原
因
は
、
エ
サ
を
や
る

こ
と
で
す
。
野
犬
に
は
、
エ
サ

を
や
ら
な
い
よ
う
に
し
、
生
ご

み
な
ど
を
食
べ
ら
れ
な
い
環
境

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

 

　最近、草壁本町などの民家付近でサルが出没して
います。サルによる被害を防ぐためには、サルの性
質や行動を知っておくことが大切です。 

　「盗られてもかまわない農作物（ちぎり残しのミ
カンの果実）」、「気付かずに与えているエサ（お墓へ
のお供え物など）」にも注意し、人里や農地では徹底
してエサを与えない努力をしましょう。 
　また、集落から山へ逃げる時に、次々に飛び移る
ことができる樹木があれば切り倒して、サルの通り
道を遮断しておくことが必要です。 
サルを見かけても「かわいい」と思うのは禁物です！
問い合わせ先　建設農林水産課（蕁82－7010） 

『サル』の被害対策について  

「サル」害対策の３原則 

サル被害の防ぎ方 

① 餌付けになることはしない 

② 農地に野生獣を近づけさせない 

③ 里は怖い所であることを教える 

　
ペ
ッ
ト
は
、
人
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
私
た
ち
の
生
活

に
潤
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
騒

音
や
悪
臭
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
飼

い
主
に
は
、
命
あ
る
動
物
の
面
倒
を
み
る
強
い
自
覚
と
責
任
感

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
も
う
一
度
動
物
の
習
性
や
飼

い
方
の
マ
ナ
ー
な
ど
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

犬
を
飼
い
始
め
た
ら
…

飼
い
犬
（
生
後
91
日
以
上
）

は
、
生
涯
に
一
度
の
登
録
と
、

年
１
回
の
狂
犬
病
の
予
防
注
射

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

毎
年
４
月
に
、
地
域
を
巡
回
し

て
登
録
と
予
防
注
射
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
登
録
を
済
ま
せ
て

い
て
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

環
境
衛
生
課
ま
で
届
け
出
が
必

要
で
す
。

◆
犬
が
死
亡
し
た
と
き

◆
犬
の
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
犬
を
飼
う
場
所
が
他
の
市
町

村
に
変
わ
る
と
き
　
　
　
　
　

ま
た
、
犬
小
屋
な
ど
は
悪
臭
、

蚊
、
ハ
エ
な
ど
が
発
生
し
な
い

よ
う
飼
育
場
所
を
常
に
清
潔
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

フ
ン
の
後
始
末
は

き
ち
ん
と
行
い
持
ち
帰
る
！

飼
い
犬
の
所
有
者
は
、
犬
を

散
歩
さ
せ
る
場
合
は
フ
ン
を
処

理
す
る
た
め
の
道
具
を
持
ち
歩

き
、
フ
ン
を
し
た
場
合
に
は
家

に
持
ち
帰
り
、
適
正
に
処
理
を

し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
帰
っ
た
フ
ン
は
、
浄
化

槽
に
流
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
き
ち
ん
と
袋
の
口
を
縛

る
な
ど
、
臭
気
対
策
な
ど
を
す

れ
ば
、
燃
や
せ
る
ご
み
に
出
し

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
昨
年
７
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
「
内
海
町
き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
よ
り
、

飼
い
犬
の
「
フ
ン
」
の
放
置
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

鳴
き
声
に
注
意
を
！

犬
の
鳴
き
声
は
、
飼
い
主
に

は
気
に
な
ら
な
く
て
も
、
近
所

の
人
に
は
大
変
迷
惑
に
な
り
ま

す
。
犬
が
ほ
え
る
の
は
犬
種
に

も
よ
り
ま
す
が
、
子
犬
の
と
き

に
甘
や
か
せ
、
飼
い
主
と
し
て

適
切
な
し
つ
け
が
で
き
て
い
な

い
こ
と
が
要
因
で
す
。

ま
た
、「
散
歩
に
行
き
た
い
」

な
ど
の
欲
求
不
満
を
表
す
場
合

も
あ
り
ま
す
。
原
因
を
取
り
除

く
と
と
も
に
、
飼
い
主
が
毅
然

と
し
た
態
度
で
し
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

放
し
飼
い
は
絶
対
禁
止
！

放
し
飼
い
は
、
子
ど
も
や
犬

の
嫌
い
な
人
に
迷
惑
な
だ
け
で

な
く
、
大
変
危
険
で
す
。
か
み

つ
く
な
ど
の
事
故
が
起
こ
っ
て

か
ら
で
は
手
遅
れ
に
な
り
ま
す

の
で
、
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

不
妊
・
去
勢
も
考
え
て
！

最
近
、
野
犬
が
増
え
て
苦
情

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

大
き
な
原
因
は
、
自
宅
で
飼
う

こ
と
が
で
き
な
い
、
役
場
（
保

健
所
）
に
引
取
り
を
依
頼
す
る

の
は
か
わ
い
そ
う
だ
な
ど
の
理



13 ■■ 訂訂正正ととおお詫詫びび… １月号「まちのわだい」のしめ縄作りの記事中で、「坂手百壮会」とありましたが、
正しくは「坂手百年会」です。訂正してお詫びします。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は
、
犯

罪
と
な
る
行
為
を
も
含
む
重
大

な
人
権
侵
害
で
す
。
配
偶
者
や

パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
（
男
女
問
わ

ず
、
事
実
婚
や
元
配
偶
者
も
含

み
ま
す
。
以
下
「
配
偶
者
等
」

と
呼
び
ま
す
。）
親
密
な
関
係

に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
暴
力
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

一
口
に
「
暴
力
」
と
い
っ
て

も
、
な
ぐ
る
・
け
る
な
ど
の

「
身
体
的
暴
力
」、
大
声
で
ど
な

っ
た
り
、
電
話
や
手
紙
を
チ
ェ

ッ
ク
し
た
り
す
る
「
精
神
的
暴

力
」、
性
行
為
を
強
要
し
た
り
、

避
妊
に
協
力
し
な
い
な
ど
の

「
性
的
暴
力
」
な
ど
、
様
々
な

形
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
配
偶
者
等
か

ら
の
暴
力
に
悩
ん
で
い
る
方
を

助
け
る
た
め
の
も
の
で
す
（
被

害
者
支
援
の
流
れ
は
左
図
参

照
）。
身
近
に
配
偶
者
等
か
ら

の
暴
力
に
悩
ん
で
い
る
人
が
い

る
、
身
近
で
暴
力
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
い

う
方
も
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
警
察
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ご
相
談
を

香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ

ン
タ
ー(

配
偶
者
暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー)

で
は
、
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
に
関
す
る
相
談
を

は
じ
め
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

被
害
者
お
よ
び
同
伴
家
族
の
一

時
保
護
な
ど
、
各
種
の
ご
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
電
話
相
談

（
蕁
０
８
７
―

８
３
５
―

３
２
１
１
）

※
月
〜
土
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

の
９
時
〜
21
時

◆
面
接
相
談

月
〜
金
曜
日
８
時
30
分
〜
17
時

（
要
予
約
）

◆
小
豆
総
合
事
務
所

（
蕁
６
２
―
１
３
７
３
）

香川県 
子ども女性 
相談センター 

配偶者暴力 
相談支援センター 

地方裁判所 

申立書の作成 

相談したい 
夫がいない 
ところに 
逃れたい 

夫を 
引き離して 
ほしい 

身体的な 
暴力のみ 身体的な 

暴力のみ 

警

察

 

夫（加害者） 

一時保護 
夫からの暴力を受けた女性の
緊急の一時保護を行っています。

夫から暴力を受けた 

一時保護 保護命令 
発令 

　近年、経済・社会の情報化の進展に伴い、官民
を通じて、コンピュータやネットワークを利用し
て、大量の個人情報が処理されていますが、個人
情報は、その性質上いったん誤った取扱いをされ
ると、個人に取り返しのつかない被害を及ぼすお
それがあります。そこで、だれもが安心して高度

情報通信社会の便益を享受するための制度的基盤
として、平成15年５月に成立、公布された個人情
報保護法が平成17年４月１日から全面施行されます。
　なお、詳しくは、内閣府国民生活局ホームページ 
〈http://www5.cao.go.jp/seikatsu/kojin/index.html〉 
をご覧ください。 

　個人情報取扱事業者は、個人情報の利用目的を
明らかにし、その範囲内で取り扱わなければなり
ません。また、本人の同意を得ずに個人データを
第三者に提供することは原則禁止されるほか、安
全管理措置、従業者や委託
先の監督など個人情報の適
正な取扱いに関するルール
が適用されます。 

Ｑ　事業者はどのようなルールを 
守ることになるのですか？ 

　自分の個人情報については、事業者に開
示等を求めることができます。また、個人
情報に関するトラブルや疑問は、その事業
者に申し出るほか、認定個人情報保護団体
や地方公共団体、国民生
活センターの苦情相談窓
口などでご相談いただけ
ます。 

Ｑ　消費者はこの法律により何が 
できるようになるのですか？ 
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動
物
の
も
の
ま
ね
を
中
心
に

活
躍
中
の
江
戸
家
小
猫
さ
ん
を

迎
え
て
、
２
月
27
日
、
生
涯
学

習
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
が
農
協

内
海
支
店
で
開
催
さ
れ
、
約
300

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
芸
の
心
・
人
の
心
」
と
題

し
た
講
演
で
は
、
鳥
の
鳴
き
声

な
ど
の
物
ま
ね
を
披
露
し
た

り
、
舞
台
を
通
じ
て
笑
う
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
こ
と
な
ど

を
話
し
、
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
と
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

まちの身近な出来事や話
題を紹介します。 
皆さんからの情報もお待
ちしています。 
（総務企画課 蕁 82－7002） 

３
月
17
日
、
坂
手
幼
稚
園
の

卒
園
式
と
閉
園
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
同
園
は
昭
和
20
年
４
月

に
村
立
幼
稚
園
と
し
て

設
立
さ
れ
、
60
年
間
で

１
０
９
７
名
の
園
児
が

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

閉
園
式
後
、園
児
た
ち

は
、園
庭
に
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
を
埋
め
た
り
、
記

念
植
樹
を
し
ま
し
た
。

今
後
、
旧
坂
手
幼
稚

園
は
、
子
育
て
支
援
や

■
『契

情
報
交
換
の
場
、
高
齢
者
の

活
動
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
小
豆
さ
ん
ぽ
り
す
」

「
小
豆
さ
ん
ぽ
り
す
」発
足
発
足 

地
域
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
小
豆
さ
ん
ぽ
り
す
」発
足 

内海町婦人会による 
　　　　　セラピューティックケア 

坂
手
幼
稚
園
閉
園

坂
手
幼
稚
園
閉
園
式 

’04
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会 

坂
手
幼
稚
園
閉
園
式 

　
２
月
21
日
、
内
海
ダ
ム
再
開

発
事
業
用
地
の
大
多
数
の
地
権

者
で
組
織
さ
れ
て
い
る
内
海
ダ

ム
再
開
発
事
業
地
権
者
会
（
大

橋
四
作
会
長
・
会
員
73
名
）
と

香
川
県
と
の
間
で
、
一
般
補
償

に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
ま

し
た
。 

　
協
定
書
の
締
結
に
は
、
大
橋

四
作
会
長
を
は
じ
め
、
谷
野
克

明
香
川
県
小
豆
総
合
事
務
所
長
、

坂
下
町
長
ら
関
係
者
が
出
席
し
、

厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
協
定
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
事
業
執
行
を
念
頭
に
用

地
買
収
契
約
等
が
行
わ
れ
る
と

同
時
に
、
ダ
ム
建
設
に
ご
理
解

を
い
た
だ
け
て
い
な
い
地
権
者

の
方
に
対
し
て
、
一
層
の
努
力

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
内
海
ダ
ム
再
開
発
事
業
は
、

町
の
将
来
を
見
据
え
た
治
水
・

利
水
対
策
上
、
極
め
て
重
要
な

事
業
で
す
。
今
後
と
も
早
期
完

成
に
向
け
、
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

一般補償基準協定書調印式のようす 

江
戸
家
小
猫
さ
ん
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

江
戸
家
小
猫
さ
ん
ま
ち
づ
く
り
講
演
会 

江
戸
家
小
猫
さ
ん
ま
ち
づ
く
り
講
演
会 

土の中のタイムカプセルを見守る 
園児たち 

土の中のタイムカプセルを見守る 
園児たち 

散
歩
を
し
な
が
ら
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献

す
る
地
域
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
小
豆
さ
ん
ぽ
り
す
」
の
発
足

式
が
、
３
月
10
日
、
小
豆
警
察

署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
町
内
の
地
域
安
全

推
進
員
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
青
い
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ

ー
を
着
用
し
、
早
速
苗
羽
小
学

校
周
辺
や
幹
線
道
路
沿
い
な
ど

を
見
回
っ
て
、
活
動
を
開
始
し

て
い
ま
し
た
。

苗羽周辺を見回る 
「小豆さんぽりす」のメンバー 

苗羽周辺を見回る 
「小豆さんぽりす」のメンバー 
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春
、
四
月
に
な
る
と
桜
の

花
の
も
と
学
校
へ
は
新
入
生

が
入
学
、
職
場
へ
は
新
入
社

員
が
入
社
し
て
き
ま
す
。
夢

と
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
雰
囲

気
を
創
り
出
し
ま
す
。 

　「
新
学
年
に
な
っ
て
勉
強
に
、

運
動
に
が
ん
ば
り
た
い
」、
「
自

分
の
能
力
を
精
一
杯
出
し
て

働
き
た
い
」、
「
好
き
な
人
と

結
婚
し
、
好
き
な
所
で
自
由

に
生
活
を
し
た
い
」、
「
自
分

を
は
じ
め
、
家
族
の
み
ん
な

が
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

こ
の
よ
う
な
人
間
と
し
て
当

然
の
願
い
は
、
日
本
国
憲
法

で
保
障
さ
れ
て
い
る
「
基
本

的
人
権
」
を
誰
も
こ
れ
を
侵

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
　

　
し
か
し
な
が
ら
、
部
落
問

題
を
始
め
と
し
て
、
女
性
だ

か
ら
、
障
害
者
だ
か
ら
、
外

国
人
だ
か
ら
あ
る
い
は
、
エ

イ
ズ
や
元
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
夢
や

希
望
が
こ
わ
さ
れ
て
い
る
人

が
、
現
実
に
は
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
　 

　
憲
法
で
は
、
自
由
に
生
き

る
権
利
「
自
由
権
」
と
し
て
、

①
身
体
の
自
由
、
②
精
神
の

自
由
、
③
経
済
活
動
の
自
由
、

｢

平
等
の
権
利｣

と
し
て
、
憲

法
に
は
「
す
べ
て
国
民
は
、

法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、

人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会

的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、

政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会

的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ

れ
な
い
」
と
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
人
間
ら
し
く

生
き
る
権
利
「
社
会
権
」
に

は
①
生
存
権
、
②
教
育
を
受

け
る
権
利
、
③
労
働
者
の
権

利
等
が
国
民
の
権
利
と
し
て

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
す
べ
て
の
人
に
、
「
人
権
」

が
保
障
さ
れ
、
み
ん
な
が
平

等
で
明
る
く
幸
せ
な
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
私
た

ち
の
一
人
ひ
と
り
が
、
日
常

生
活
の
中
で
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
す
る
心
を
持
ち
た
い

も
の
で
す
。 

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う 

 

　   

　
　
　
人
権
問
題
に
つ
い
て
」 

　
　　　　　　　　　　 

◆退職（3月31日付)
田中　　仁（総務企画課課長）
木下　正司（住民福祉課福田支所長）
空沢　和子（環境衛生課主査）
山本　美幸（内海病院主査）
松尾　福子（議会事務局主任主事）
高橋　順子（内海病院主査）
田村キヨコ（内海病院看護助手）
森　　恭子（内海病院調理員）
杉本　千春（苗羽幼稚園教諭）
藤田　尚子（草壁幼稚園教諭）

◆採用
総務企画課主事 前場　勇人
税務課主事 肥田　成弘
住民福祉課主事 山下　善範
建設農林水産課主事 木村　隆志
教育委員会事務局主事 藤井　知美
教育委員会事務局主事 笹谷　幸司　
◆配置換（昇任・転任含む）
総務企画課課長・広聴広報係長事務取扱
竹内　章介（内海病院事務長）
税務課主幹・収納係長事務取扱
森下　安博（環境衛生課主幹・環境保
全係長事務取扱）
産業観光課課長補佐兼公園緑化係長
田川　利男（産業観光課副主幹兼公園
緑化係長）
環境衛生課課長補佐兼環境保全係長
島田　憲明（教育委員会事務局課長補
佐兼社会体育係長）
環境衛生課衛生係長　鳥坂　俊二（環
境衛生課主査）

産業観光課オリーブ振興係長　
松田　知巳（産業観光課係長）
建設農林水産課管理係長　立花　英雄
（内海病院医事係長）
総務企画課主査　中島　有紀（教育委
員会事務局主任主事）
総務企画課主査　鎌田　省吾（総務企
画課主任主事）
住民福祉課主査　山下　光憲（住民福
祉課主任主事）
建設農林水産課主査　古郷　　勉（建
設農林水産課主任主事）
産業観光課主任主事　木原　幸弘（人
権対策課主任主事）
住民福祉課主任主事　波田　　豊（建
設農林水産課主任主事）
総務企画課主任主事　山本　　睦（住
民福祉課主任主事）
環境衛生課主任主事　脊尾　香織（住
民福祉課主任主事）
住民福祉課主事　青井奈穂子（総務企
画課主事）
住民福祉課主事　黒島　康仁（教育委
員会事務局主事）
人権対策課主事　立住　貴彦（産業観
光課主事）

◆採用
技　師 西本　有加
技　師 立道　夕華
看護師 大西　尚美
看護師 山脇貴美恵
看護師 森鎌　康代
調理員 久米ゆかり

◆配置換
内海病院事務長　松下　　智（小豆広
域行政事務組合事務局長）
内海病院事務次長兼医事係長　
田中　文博（建設農林水産課副主幹）
内海病院主任主事　三戸　珠美（住民
福祉課主任主事）

◆採用
看護師 八木ひろみ
介護士 中本美由紀
介護士 藤田　貴仁

◆転任（配置換含む）
教育委員会事務局副主幹　坂東　民哉
（総務企画課副主幹兼企画調整係長）
教育委員会事務局主任主事　
相原　隆幸（総務企画課主任主事）
草壁幼稚園主任教諭　川口このみ（坂
手幼稚園主任教諭）
草壁幼稚園教諭　岡本　交由（安田幼
稚園教諭）
安田幼稚園教諭　高橋　陽子（坂手幼
稚園教諭）

◆転任
議会事務局主任主事　平野　明子（住
民福祉課主任主事）

議 会 事 務 局

役 場

内 海 病 院

教 育 委 員 会

介護老人保健施設

4月1日付で町職員の人事を次のとおり 
発令しました。（　）は旧職名 



心配ごと相談所の開設
内海町社会福祉協議会では、毎月１回、
心配ごと相談所を開設しています。お気軽
にご相談ください。
日　時：4月12日貂13：30～15：30
場　所：内海町福祉会館

子どもの人権および女性の
権利に関する法律相談
香川県弁護士会では、「子どもの権利
110番」･「女性の権利110番」として、
次のとおり法律相談を行いますので、お
気軽にご相談ください。
日　時：5月11日貉 10：00～12：00
相談電話番号
香川県弁護士会（蕁 087－822－3693）

第13回　寒霞渓探鳥会
日本野鳥の会香川県支部では、新緑の
寒霞渓で次のとおり探鳥会を開催します。
ゆっくりと散策しながら、オオルリ、キ
ビタキたちの歌声を聞き、バードウォッ
チングを楽しみませんか。
日　時：4月24日豸 9：00～※少雨決行
集合場所：寒霞渓紅雲亭駐車場　
コース：紅雲亭～表12景散策道～山頂駅
広場（昼食）～裏8景散策道～紅雲亭解散
参加費：無料
持ち物：双眼鏡・弁当・水筒
問い合わせ先：片山 一（蕁 82－5785）

水田転作の受付について
平成17年度の水田転作の受付を、下記
の日程で実施します。

※当日は、印鑑（認印）をご持参ください。
※転作面積の大小にかかわらず、必ず申
請の手続きを行ってください。
問い合わせ先：建設農林水産課

（蕁82－7010）

土地（家屋）価格等の
帳 簿 縦 覧

税務課では、平成17年度の土地（家屋）
価格等帳簿帳簿の縦覧を次の日程で行いま
す。希望される方は税務課までお越しくだ
さい。
なお、縦覧期間中に縦覧された方で不審
な点があればおたずねください。
縦覧期限および時間
5月31日貂まで　※ただし、土・日・祝
日を除きます。 9：00～16：00
問い合わせ先：税務課（蕁82－7003）

ポリオワクチン
追加接種について

厚生労働省の調査によると昭和50年～
52年生まれの方は、ポリオの免疫を保有
している割合が、他の年齢層に比べて低
いことが分かりました。そこで、①ポリ
オウイルス常在国（アフリカ地域・東南
アジアなど）に渡航されるとき②子ど
もが接種するときには、再度接種される
ことをお勧めしますので、希望される方
は下記の医療機関で予約してください。
なお、この場合、任意接種となりますの
で、自費で受けることになります。

預金保険法等の
改正について

ペイオフ解禁の範囲が拡大されます
平成17年4月以降は、当座預金や利息
のつかない普通預金は、「決済用預金」
（※）として全額保護され、定期預金や利
息のつく普通預金などは、1金融機関に
つき預金者1人当たり、元本1千万円まで
とその利息が保護されます。具体的にど
の預金が「決済用預金」に該当するかな
ど、詳しくは金融機関の窓口にお問い合
わせください。
※「無利息、要求払い、決済サービスを
提供できること」という3要件を満たす
ものです。
問い合わせ先
四国財務局（蕁 087－831－2131）

■■行行政政相相談談　　44月月2200日日（（水水））1100：：0000～～1155：：0000 内内海海町町福福祉祉会会館館

内海病院駐車場について

患者様には病院駐車場が狭く大変ご迷
惑をおかけしております。
このたび、片城町営住宅跡地を整地し、
当分の間、病院・老健職員用駐車場とし
て利用することにしましたので、病院北
側の職員駐車場（小豆島准看護学院東側）
と病院西側の職員駐車場（片城川沿い）
をご利用ください。
なお、身障者用駐車場は健常者が利用
しないよう改めてご協力をお願いします。
問い合わせ先：内海病院（蕁82－2121）

沿岸域情報提供システム
ＭＩＣＳ（ミックス）

ＭＩＣＳ（ミックス）とは、プレジャ
ーボート、漁船などの船舶運航者や磯釣
り、マリンスポーツなどのマリンレジャ
ー愛好家の方々などに対して、海上保安
部からリアルタイムに「海の安全に関す
る情報」を提供するシステムで、4月1日
から運用開始されています。
MICSで利用できる主な情報
◆緊急ニュース（避難勧告や海難、事故
などの情報、気象庁発表の気象警報な
ど）

◆海の安全情報（海上工事状況・漁業活
動情報など）

◆気象情報（灯台などで観測した風向、
風速 ※30分毎に更新）

◆サービス情報（イベントや潮干狩り、
マリンレジャーに役立つ情報）

◆海に関するデータ（潮流、潮汐、海水
温情報、過去の気象データなど）

ホームページアドレス
http://www.kaiho.mlit.go.jp/06kanku/
takamatsu/
テレフォンサービス
（蕁 087－821－7032）
海の「もしも」は118番へ
問い合わせ先
高松海上保安部（蕁 087－821－7012）

労働保険年度更新の
手続きについて

労働保険（雇用保険および労災保険）
の保険料の申告と納付を行う期限は、5
月20日までとなっています。事業主の方
はお早めに手続きをお願いします。
問い合わせ先
香川労働局（蕁 087－831－7294）

地区名 場　所 日　　　時 
西 村  
草 壁  
安 田  
苗 羽  
福田･吉田 

農協西村支店 
農協草壁支店 
農協旧安田支店 
農協苗羽支店 
農協福田支店 

4月18日豺13：30～18：00 
4月19日貂 9：30～18：00 
4月20日貉 9：30～18：00 
4月21日貅13：30～18：00 
4月22日貊13：30～18：00

接種医療機関 接種日･時間 問い合わせ時間･場所 

内海病院 
（小児科） 

土庄中央病院 
（小児科） 

4月7日貅･14日貅 
15：00～15：45

月～金16：00～17：00 
内海病院（蕁82－2121） 

月～金 9：00～17：00 
土庄中央病院（蕁62－1211） 

問い合わせ 
時に相談 
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リサイクル用品の情報をお待ちしています。環境衛生課内（蕁82－7008）  
 

・足踏みミシン 今月はありません。 　 

（2・3月受付分） 

【譲ります】 
有償 
 
 

【求めます】 

講　　演 

講　　演 



ＪＩＣＡボランティア
平成17年度春期募集

国際協力事業団では、平成17年度春
における国際協力ボランティアを次の
とおり募集します。

＜青年海外協力隊＞

募集期間
4月10日豸～5月20日貊
※短期派遣は5月7日貍まで
募集人員：約800名
応募資格
満20歳～満39歳（平成17年5月20
日現在）までの日本国籍を持つ方
募集職種
農林水産、加工、保守操作、土木建築、
保健衛生、教育文化、スポーツの7部
門
募集説明会日程
＊4月16日貍16：00～　

香川県社会福祉総合センター
＊5月11日貉18：30～ アイパル香川

＜シニア海外ボランティア＞

募集期間
4月10日豸～5月20日貊
※短期派遣は5月7日貍まで
募集人員：約300名
応募資格
満40歳～69歳（派遣時）までの日本
国籍を持つ方
募集分野
①計画・行政②公共・公益事業③農
林水産 ④ 鉱工業 ⑤ エネルギー ⑥ 商
業・観光⑦人的資源⑧保健・医療⑨
社会福祉
募集説明会日程
＊4月16日貍13：00～　

香川県社会福祉総合センター
各募集に関する問い合わせ先
国際協力機構四国支部

（蕁 087－833－0901）
ホームページ　http://www. jica. go. jp
香川県国際課（蕁 087－832－3027）

17 ■今月の納税　町県民税第4期分　納期限は1月31日（月）です。

｢ふれあい看護体験｣
参 加 者 募 集

あなたも１日「白衣の天使」に
なってみませんか？

フローレンス・ナイチンゲール女史
の誕生日である5月12日は「看護の日」
です。この日を含む前後7日間を「看
護週間」として、全国の医療施設で
様々なイベントが行われています。内
海病院でも、患者様や医療関係者との
ふれあいの中で理解を深め、関心を持
っていただくために、「ふれあい看護体
験」を行っています。医療や看護に関
心を持っている方、患者様とのふれあ
いを通して看護体験をしてみませんか。
日　　時：5月14日貍9：00～15：30
募集人員：5名
内　　容

病棟での看護体験・院内、介護老人保
健施設および看護学院見学など
申込締切：4月15日貊
申込方法および申込先

はがきに住所・氏名・年齢・電話番号
を記入のうえ、内海病院看護科・湯川
（蕁 82－2121）までお申し込みくだ
さい。

修学資金貸付制度
17年度修学生募集

内海町では、保健医療関係職を目指
す修学生への貸し付けを行っています。
これは、町立施設などで働く助産師・
看護師などの確保を図るため、学校な
どの養成機関に在学中である学生に対
し、修学資金を無利子で貸し付ける制
度です。
対象者
平成17年4月現在、助産師・看護師の
養成機関に在学中で卒業後、町立施設
などでその業務に従事しようとする方
貸付額
予算の範囲内で貸し付けを決定した期
間について月額50,000円
※ただし、内海町奨学資金貸付条例に
よる貸し付けを受けている方は対象
外。また、香川県看護学生修学資金
貸付条例などによる貸し付けを受け
ている場合は半額。
貸付予定人員
6名程度（貸付の申込は毎年必要。申込
多数の場合は書類選考）
返済の免除
養成所などを卒業した後、1年以内に町
立施設などに就職し、引き続き5年間業
務に従事した場合
申込締切：4月25日豺必着
申込書の請求・提出先
住民福祉課（蕁 82－7005）

手話奉仕員養成講座
受 講 者 募 集

会場および開催日時
◆講　義　香川県社会福祉総合センター
5月7日･14日･21日　13：30～16：40
◆実技講座　香川県聴覚障害者福祉セン
ター　6月11日～毎月第2･4土曜
13:30～16:40
受講資格
①満18歳以上で手話奉仕員活動をしよ
うとする方
②平成17年5月～10月まで全13回の
講座すべてに参加できる方
受講料
無料（ただし、テキスト代1,200円は
実費）
申込締切：4月17日豸必着
申込方法および問い合わせ先
往復はがきに住所･氏名･（ふりがな）･年
齢・電話番号を記入し（返信はがきにも
受講者の住所･氏名を記入）、下記までお
申し込みください。
〒761－8074 高松市太田上町405－1
社団法人香川県ろうあ協会「手話奉仕員
養成講座入門課程」係

（蕁 087－868－9200）

4月　APRIL

講　　演 

お 買 い 物 は 地 元 商 店 を 使 い ま し ょ う 。



げ
ん
 
き
  

 

 
 

か
 

の
 

こ
  

 

9389877280758874

869390697293628571747481

 

月
　
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
 

◎

死

　

亡
　
（
22 
人
） 

　氏
　
名
　
歳
　
世
帯
主
　
地
　
区
 

本
　
人

ミ
ナ
コ
 

吉
田
晴
彦
 

敦

子

 

ヨ
シ
子
 

仁
 

信

幸

 

本

人

 

中
田
敏
子
 

森
村
儀
治
 

藤
本
シ
ズ
ヱ
 

大
石
和
彦
 

森
上
元
治
 

岡
田
正
江
 

岡
本
シ
ゲ
ノ
 

山
口
　
裕
 

安
　
田

当

浜

苗

羽
〃
 

〃
 

古

江

福

田
〃
 

本
　
人
 

ス
ミ
ヱ
 

康

雄

 

健
 

智

司

 

昌

伸

 

和

久

 

本

人

 

百
合
子
 

ス
ミ
コ
 

本

人

 

成

美

 

平
井
節
子
 

橋
本
英
雄
 

川
中
キ
ヌ
ヱ
 

木
下
弘
子

岡
本
富
子

川

貫
一

山
口
清
澄
 

山
本
サ
ダ
子
 

千
葉
正
人
 

坂
東
勘
次
 

山
本
登
志
子
 

川
西
壽
一

西

村

 

神
懸
通
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

草
壁
本
町

 

〃
 

木

庄

 

安

田

 

◎

出

　

生
　
（
2 
人
） 

　赤
ち
ゃ
ん

　
保
護
者
　
地
　
区
 

正

生

 

収

太

 

秋
長
　
元
生
 

田
村
瑚
乃
香
 

神
懸
通
 

福

田

 

3 

20

2 

21

　
４
月
の
人
事
異
動
で
教
育
委
員

会
事
務
局
に
配
属
と
な
り
、
今
月

号
の
広
報
が
私
に
と
っ
て
最
終
号

と
な
り
ま
し
た
。
締
切
に
追
わ
れ
、

毎
月
発
行
す
る
の
が
精
一
杯
で
、

月
日
の
経
つ
の
が
本
当
に
早
く
感

じ
ら
れ
た
３
年
と
10
か
月
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
作
っ
た
毎
月
の
広
報
が
、

自
分
の
残
し
た
足
跡
の
よ
う
で
、

今
と
な
っ
て
は
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

取
材
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
次
号
か
ら

総
務
企
画
課
山
本
睦
が
担
当
に
な

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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譌
近
藤
電
機
商
会
 

〇
あ
す
な
ろ
の
家
へ
 

　
宗
保
サ
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子
（
西
村
）
 

交通事故・火災・救急件数 
（町内２月分） 

区 分  件 数  昨年同期 １月からの 
累計 

交通事故 

負傷者 

死亡者 

火 災  

救 急  

3 

3 

0 

1 

36

10 

12 

0 

2 

73

8 

9 

0 

1 

84
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藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙（
40
％
）を
使
用
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
高
橋
裕
治
さ
ん
に
執

筆
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

小
豆
島
を
出
て
か
ら
35
年
が

た
ち
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
、
内

海
町
の
野
山
や
近
所
の
空
き
地

で
暗
く
な
る
ま
で
走
り
回
っ
た

り
、
雨
の
日
は
父
が
買
っ
て
く

れ
た
本
や
図
書
館
、
貸
本
屋
で

借
り
た
本
を
読
む
の
に
、
無
上

の
喜
び
を
感
じ
て
い
た
私
は
、

今
で
も
ス
ポ
ー
ツ
や
読
書
が
大

好
き
で
す
。
大
学
時
代
に
始
め

た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
は
人
生
の

伴
侶
で
あ
る
夫
と
知
り
合
い
、

今
で
も
地
域
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ
で
現
役
の
選
手
で
す
。

読
書
も
家
で
読
む
だ
け
で
は

物
足
り
ず
、
数
年
前
か
ら
再
び

母
校
の
大
学
で
、
若
い
学
生
と

肩
を
並
べ
て
講
義
を
受
け
る
よ

う
に
な
り
、
毎
日
数
時
間
机
に

向
か
っ
て
難
し
い
本
と
格
闘
し

て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
中
で
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
本
を
通
じ
て

深
い
付
き
合
い
の
友
達
も
で
き

ま
し
た
。

数
年
前
、
夫
の
仕
事
の
都
合

で
子
ど
も
３
人
を
連
れ
て
２
年

間
程
ド
イ
ツ
に
住
ん
で
い
た
時

も
、
夫
婦
２
人
で
ド
イ
ツ
の
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
に
入
り
、

ド
イ
ツ
人
と
試
合
を
し
て
友
好

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
語
の
本
や
絵

本
を
通
し
て
近
所
の
お
母
さ
ん

た
ち
や
子
ど
も
の
学
校
の
先
生

と
も
話
題
が
盛
り
上
が
っ
た
り

す
る
な
ど
、
海
外
で
も
友
人
の

輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

家
庭
内
で
も
、
夫
と
は
今
で

も
一
緒
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
試

合
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

３
人
の
本
好
き
な
子
ど
も
達
と

は
、
今
お
互
い
ど
う
い
う
本
を

読
ん
で
い
る
か
な
ど
の
情
報
交

換
や
感
想
を
言
い
合
っ
て
話
は

つ
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、

私
の
人
生
に
と
っ
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
「
ス
ポ

ー
ツ
と
読
書
」
は
、
本
当
に
小

豆
島
が
私
に
育
ん
で
く
れ
た
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

秋
に
友
だ
ち
と
空
條
か
ら
山

へ
入
り
、
ぐ
み
の
実
や
ア
ケ
ビ

を
食
べ
た
こ
と
、
雨
の
日
の
座

敷
に
寝
そ
べ
っ
て
静
か
な
雨
音

を
聞
き
な
が
ら
本
の
世
界
に
入

っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
今
で
も

夢
に
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

数
年
経
っ
た
ら
両
親
と
暮
ら
す

た
め
、
夫
と
２
人
で
内
海
町
に

帰
り
ま
す
が
、
そ
の
時
小
豆
島

が
私
に
何
を
与
え
て
く
れ
る
か

楽
し
み
で
す
。
い
え
い
え
、
今

度
は
私
が
何
か
小
豆
島
に
恩
返

し
を
し
な
く
ち
ゃ
ね
。

お
達
者
な
ん
な 
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小
豆
島
が
私
に
く
れ
た
も
の 

（
旧
姓
川
崎
・
安
田
出
身
・
53
歳
） 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

近

藤

佳

代

 お
達
者
な
ん
な 
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愛用のラケットとともに 愛用のラケットとともに 

【3月1日現在（　）は前月比】 

まちの人口／12,031（-5） 男 5,682（-1） 女 6,349（-4） 世帯数4,863（-4）  


